地球市民育成による平和構築への貢献をめざして by 馬場 善久 & Yoshihisa Baba
主催者挨拶
地球市民育成による 
平和構築への貢献をめざして
創価大学学長　馬　場　善　久
　本日は、創価大学平和問題研究所設立40周年、そして、グローバル・コア・
センター設立を記念するシンポジウムをこのように盛大に開催することができ
ました。週末のお忙しいところ、このように多くの皆様に御参加いただき、心
より感謝申し上げます。たいへんにありがとうございました。
　創価大学平和問題研究所は、建学の三精神の一つである「人類の平和を守る
フォートレス（要塞）たれ」との理念に基づき、平和の達成に関する諸問題の
調査・研究を行い、平和社会の建設と人類の福祉の向上に貢献することを目的
として、1976年４月１日に設置されました。
　1979年に創刊した研究所紀要『創大平和研究』に寄せられた創立者・池田大
作先生の論稿「21世紀への平和路線」では、核兵器は人間を手段化し、ないが
しろにする西欧近代文明の負の側面の象徴であると指摘し、核兵器の廃絶に挑
むことは、現代文明に人間主義を復興させるという挑戦に他ならないと主張さ
れました。研究所では、1981年に学術シンポジウム「核戦争の危機と人類生存
の条件」を開催するなど、核兵器廃絶を重要なテーマとして取り組んできまし
た。
　また、1984年には環太平洋研究プロジェクトを立ち上げ『環太平洋諸国にお
ける安全保障問題と日本の課題』を出版し、以降、10年以上にわたり環太平洋
シンポジウムを開催するなど、アジア・太平洋地域の平和と発展を探求する取
り組みを続けてまいりました。
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　本学はもとより、関係諸国、団体などが、アジアの平和と発展のために様々
に取り組んできましたが、変動し続ける国際社会の中で、いまだに安定した平
和共同体をアジアに作り出すには至っておりません。それどころか、近年、関
係諸国の利害対立が以前よりも先鋭化して現れ、軍事的な衝突の可能性さえ懸
念される状況が生まれるようになっています。
　今回のシンポジウムで焦点をあてる北東アジアとは、日本、韓国、北朝鮮、
中国等によって構成されるエリアですが、日・韓・中三カ国の人口、GDP、
工業生産力、軍事力はあまりにも巨大です。これほど強大な「パワー」が対立
的関係であることは、地域だけでなく世界の安定と平和にとって最重要な課題
であることは明白であります。
　最重要な課題であることはその解決の道が簡単なものではないということで
もあります。しかし、本学がこれまで取り組んできた経験、そして広く結んで
きた知的ネットワークという貴重な財産をもって、この難題解決にわずかなが
らでも貢献したいという思いで今回のシンポジウムを開催させていただきまし
た。そして、本日はこの難しい問題を論じていただくのに相応しい研究者をお
招きすることができたと考えています。
　国際平和研究学会の事務局長などを歴任された世界的な平和学者であるケ
ヴィン・クレメンツ教授、そして、世界トップレベルの韓半島問題研究拠点と
して知られている韓国・慶南大学の極東問題研究所からキム・ジュン教授と
リ・スホン教授をお迎えすることができました。
　
　クレメンツ教授は創立者・池田先生とも長年の親交があり、本学の研究・教
育活動に大きな協力をしていただいてきました。今回は、本学平和問題研究所
の客員教授として参加いただいております。
　慶南大学との交流は、2015年に北韓大学院から創立者・池田大作先生への名
誉碩座教授として招聘いただき、そして、同年、慶南大学からは名誉博士号が
授与されるなど、急速に発展してまいりました。本学と慶南大学との間では学
生交流に加えて、朴総長の積極的な御提案もあり、極東問題研究所と平和問題
研究所を中心に平和研究発展のために協力をすすめているところです。
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　昨年は朴総長の卓越したリーダーシップによって開催された「韓国グローバ
ルフォーラム2015：分断から70年：朝鮮半島の過去・現在・未来」に招待をい
ただきました。今回、本学にとっては研究体制発展の画期となる記念シンポジ
ウムに、極東問題研究所の気鋭の研究者をお招きすることができました。両大
学の研究交流がいよいよ本格的に進展していることの証左であると心から嬉し
く思いますし、関係各位に深く感謝申し上げたいと思います。
　創価大学は建学の精神を現実世界にどのように具現化するのか、創立50周年
が近づくなかグランドデザインを構想してまいりました。そして、「平和と持
続可能なグローバル社会の構築を担う地球市民を育成する」ことこそ、人間教
育の最高学府をめざす本学の使命であるとの結論に至り、「地球市民」育成の
教育体制整備を本格化しました。こうした取り組みが文部科学省のスーパーグ
ローバル大学創成支援事業にも採択され、教育体制の強化を進めているところ
であります。
　「平和と持続可能な繁栄を先導する世界市民教育プログラム」を推進する中
核組織が、このほど開設する運びとなったグローバル・コア・センターです。
同センターは、今後、「平和」「開発」「環境」「人権」の分野での研究と交流事
業を推進していくことになりますが、その基底にあるのはあらゆる人々の尊厳
ある生存を追求する普遍的な人間主義です。この志向性は、「人間の生にとっ
てかけがいのない中枢部分を守り、すべての人の自由と可能性を実現する」と
いう人間の安全保障概念と深く共鳴するものであり、本日のシンポジウムの統
一テーマに人間の安全保障をとりいれたのもそうした理由からであります。
　現実の北東アジア地域では、様々なレベルで対立的な生存競争が戦われてい
るわけですが、本日のシンポジウムは、その困難を乗り越えて「すべての人の
自由と可能性を実現する」方途を見出す、有意義なものとなることは間違いな
いと確信しております。
　パネリストの諸先生をはじめ、本日御参加の皆様に重ねて感謝申し上げ、挨
拶に代えさせていただきます。本日はたいへんにありがとうございました。
